
環境性乳房炎とは 

土壌や糞便、牛床の敷料等の中に潜む原因菌が原因となる乳房炎で、大腸菌群（大腸菌

やクレブシエラ等）や、環境性レンサ球菌、環境性ブドウ球菌等が知られています 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

環境性細菌の中で問題となる３菌種について 

〇【 Streptococcus uberis 】 
・環境中に広く分布する菌で、乾乳期から分娩前後および泌乳初期での 

感染が多く、難治性の乳房炎を引き起こします。 

・治療が非常に困難になるため、早急に個体を特定し、治療する必要があります。 

○【 Enterococcus属菌 】 

・腸管内に常在する菌種で、環境中では主に糞尿で汚染された場所に分布しています。 

・薬剤耐性を獲得している菌種が多く、治癒率が悪いとされています。 

〇【 Trueperella （旧 Arcanobacterium） pyogenes 】 
・夏季性乳房炎の原因菌です。７～９月に好発し、分房の熱感・硬結を伴い、化膿性の 

病巣を形成し、特有の異臭があります。 

・ハエによる伝播が報告されており、ハエへの防除対策が重要です。 
 

●黄色ブドウ球菌（SA）感染牛の確認や全頭検査の希望については、伊那家畜保健

衛生所へご相談ください。 

 

 

採材月日 地域名 

１０月２１日 諏 訪 

１１月５日、１２日、１８日 上伊那 

長野県伊那家畜保健衛生所 
TEL：0265-72-2782, 090-5444-0970 
Fax：0265-72-2765 
E-mail：inakachiku@pref.nagano.lg.jp 
所在地：伊那市西町 5764 
伊那諏訪家畜畜産物衛生指導協会 
TEL&FAX: 0265-76-8086 

R６－９号 
R６．１０．４  

第２回バルク乳のスクリーニング検査がはじまります 

第１回バルク乳検査では採材のご協力ありがとうございました。２回目の検査を

下表の日程で実施する予定です（細菌検査、牛ウイルス性下痢ウイルス（BVDV）

遺伝子検査、マイコプラズマ検査）。日程は後日通知いたします。 

高品質で衛生的な生乳生産に役立てるため、ご協力をお願いします。 

 

 

 


